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Ｑ 
衛 星放送とか、通信衛星では日本から見て静止して見える「静止衛星」を利用して

います。地球の赤道面上、約3万６千kmの高度で自転と同じ回転速度で地球を回る人工衛

星ですが、地球から見て静止して見えますので「静止衛星」と呼んでいます。放送を受信し

たり通信したりするときに使用するアンテナを静止衛星の方向に固定しておいておけます

ので良く利用されます。しかし、日本の天頂（真上）の方向には衛星を静止させておくこと

はできません。これは、万有引力によって人工衛星が地球の重力の中心のまわりを回って

いるからです。日本の真上を通る衛星は、地球の反対側の南半球上空をとおらなければな

らず、日本上空にとどまることはできません。一方、赤道直下の国々では、「静止衛星」は、

天頂（真上）に配置できますので「天頂静止衛星」が実現できますね。 

 

「準天頂衛星」というのは、約３万６千kmの静止軌道を傾けて日本の真上に衛星が来るよう

にした衛星ですが、上述のように上空にとどまっていることはできませんので衛星3機以

上が交代して日本の真上にくるように、つまりどれかひとつの衛星が常に日本の真上に来

るようにした衛星システムです。このような衛星システムを使いますと真上ですからビル

の影や樹木によってほとんど遮られずに通信することができるようになりますね。 

 

では、赤道上空でなければ絶対に「天頂静止衛星」は実現できないのでしょうか？実は必

ずしも不可能というわけではないのです。つまり万有引力に逆らって常に必要な方向にロ

ケットなどの推進力を働かせ続ければ日本の上空にとどまらせておくことはできます。で

も、大変な燃料が必要となりますね。最近話題になっているソラーセイル（太陽輻射圧を風

として利用してヨットのように帆を広げ推進力を得る）を使えば燃料を使わずに推進力を

得ることができます。実は、ソラーセイルを使えば静止軌道を全体的に北にずらすことが

できるという研究成果もありますが、ずらせる量はソラーセイルの面積にもよりますが数

10km程度のようですから、日本の上空にくるまで北にもちあげることは実質的に困難なよ

うです。 
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「準天頂衛星」という衛星が近々上が

るそうですが、日本の天頂に止まって

いる衛星というのは実現できるので

すか？   
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